
次の注意をよく読んでから解答してください。

【注意】

1．これは実地試験の問題です。表紙とも�枚，�問題あります。

2．解答用紙に試験地，受験番号，氏名を間違いのないように記入してください。

なお，解答用紙は裏面にも受験番号，氏名の記入欄がありますので試験開始の合図の後に記入

してください。

3．問題�〜問題�は，必須問題ですので必ず全問題を解答してください。

4．解答は，解答用紙の所定の解答欄に記入してください。

5．解答は，解答用紙に鉛筆又はシャープペンシルで記入してください。

6．解答を訂正する場合は，プラスチック消しゴムできれいに消してから訂正してください。

7．この問題用紙の余白は，計算等に使用してもさしつかえありません。

ただし，解答用紙は計算等に使用しないでください。

8．解答用紙を必ず試験監督者に提出後，退室してください。

解答用紙は，いかなる場合でも持ち帰りはできません。

9．試験問題は，試験終了時刻（17 時 00 分）まで在席した方のうち，希望者に限り持ち帰り

を認めます。途中退室した場合は，持ち帰りはできません。

令和�年度

�級電気通信工事施工管理技術検定

実地試験問題

午 後

�実

この試験問題用紙は，再生紙を使用しています。



※ 問題�〜問題�は，必須問題ですので必ず全問題を解答してください。

必須問題

【問題 �】 あなたが経験した電気通信工事のうちから，代表的な工事を�つ選び，次の設問�

から設問�の答えを解答欄に記述しなさい。

〔注意〕 代表的な工事の工事名が工事以外でも，電気通信設備の据付調整が含まれて

いる場合は，実務経験として認められます。ただし，撤去のみの工事は除きま

す。

なお，あなたが経験した工事でないことが判明した場合は失格となります。

〔設問�〕 あなたが経験した電気通信工事に関し，次の事項について記述しなさい。

〔注意〕 �経験した電気通信工事�は，あなたが工事請負者の技術者の場合は，あなたの所

属会社が受注した工事内容について記述してください。従って，あなたの所属会社が

二次下請業者の場合は，発注者名は一次下請業者名となります。

なお，あなたの所属が発注機関の場合の発注者名は，所属機関名となります。

⑴ 工 事 名

⑵ 工事の内容

① 発注者名

② 工事場所

③ 工 期

④ 請負概算金額

⑤ 工事概要

⑶ 工事現場における施工管理上のあなたの立場又は役割

〔設問�〕 上記工事を施工することにあたり�安全管理�上，あなたが特に重要と考えた事項をあ

げ，それについてとった措置又は対策を簡潔に記述しなさい。

ただし，安全管理については，交通誘導員の配置のみに関する記述は除く。

〔設問�〕 上記工事を施工することにあたり�品質管理�上，あなたが特に重要と考えた事項をあ

げ，それについてとった措置又は対策を簡潔に記述しなさい。
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【問題 �】 次の設問�から設問�の答えを解答欄に記述しなさい。

〔設問�〕 電気通信工事に関する語句を選択欄の中から�つ選び，語句を記入のうえ，施工管理上

留意すべき内容について，それぞれ具体的に記述しなさい。

選択欄

�．測定器の管理 �．機器の据付け

�．合成樹脂製可とう電線管（PF 管）の施工 �．工具の取扱い

〔設問�〕 下図に示すテレビ共聴系統図において，	，
の日本産業規格（JIS）の記号の名称を

記入のうえ，それらの機能又は概要を記述しなさい。

〔設問�〕 LAN配線工事における，LANの接続構成と LANケーブルの接続に関する次の記述に

おいて， に当てはまる語句を答えなさい。

�LAN 機器の接続構成の代表的なものには，バス型，リング型， ア 型の�つがあ

る。LANケーブルの接続は，一般的に HUBと PCは イ ケーブルが用いられ，

HUBと HUBはクロスケーブルが用いられるが，すべての機器が自動判別機能

（AutoMDI/MDI-X）に対応する場合は，機器接続を イ ケーブルに統一すること

ができる。
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【問題 �】 下記の条件を伴う作業から成り立つ電気通信工事のネットワーク工程表について，⑴，

⑵の項目の答えを解答欄に記入しなさい。

⑴ 所要工期は，何日か。

⑵ 作業Ｃの最遅完了時刻は，何日か。

条 件

�．作業Ａ，Ｂ，Ｃは，同時に着手でき，最初の仕事である。

�．作業Ｄ，Ｅは，Ａが完了後着手できる。

�．作業Ｆは，Ｂ，Ｄが完了後着手できる。

�．作業Ｈは，Ｃが完了後着手できる。

�．作業Ｉは，Ｅ，Ｆが完了後着手できる。

�．作業Ｊ，Ｇは，Ｆが完了後着手できる。


．作業Ｋは，Ｇ，Ｈが完了後着手できる。

�．作業Ｌは，Ｊが完了後着手できる。

�．作業Ｍは，Ｋが完了後着手できる。

10．作業Ｎは，Ｉ，Ｌ，Ｍが完了後着手できる。

11．作業Ｎが完了後した時点で，工事は終了する。

12．各作業の所要日数は，次のとおりとする。

Ａ＝
日，Ｂ＝�日，Ｃ＝�日，Ｄ＝�日，Ｅ＝�日，Ｆ＝�日，Ｇ＝�日

Ｈ＝�日，Ｉ＝�日，Ｊ＝�日，Ｋ＝�日，Ｌ＝�日，Ｍ＝�日，Ｎ＝�日
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【問題 �】 電気通信工事に関する作業等を選択欄の中から�つ選び，解答欄に作業等を記入のうえ，

�労働安全衛生法令�等に沿った労働災害防止対策について，それぞれ具体的に記述し

なさい。

選択欄

�．墜落制止用器具の使用 �．移動はしごの使用

�．熱中症予防 �．作業場内の通路

�．飛来落下災害の防止
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【問題 �】 電気通信工事に関する用語を選択欄の中から�つ選び，解答欄に用語を記入のうえ，技

術的な内容について，それぞれ具体的に記述しなさい。

ただし，技術的な内容とは，定義，特徴，動作原理などをいう。

選択欄

�．メカニカルスプライス �．同軸ケーブル

�．構内交換機（PBX） �．LTE

�．NAT �．トンネル内ラジオ再放送設備


．VoIP �．ブラウンアンテナ

注）LTE（Long Term Evolution）

NAT（Network Address Translation）

VoIP（Voice Over Internet Protocol）
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【問題 �】 次の設問�から設問�の答えを解答欄に記述しなさい。

〔設問�〕 �建設業法�に定められている建設工事の見積りに関する次の記述において，

に当てはまる語句を答えなさい。

�建設業者は，建設工事の ア から請求があったときは，請負契約が成立するまで

の間に，建設工事の イ を交付しなければならない。�

〔設問�〕 �労働安全衛生規則�に定められている照度の保持に関する次の記述において，

に当てはまる数値を答えなさい。

�事業者は，高さが ウ メートル以上の箇所で作業を行うときは，当該作業を安全

に行うため必要な照度を保持しなければならない。�

〔設問�〕 �電波法�に定められている無線設備の電波の質に関する次の記述において，

に当てはまる語句を答えなさい。

�送信設備に使用する電波の周波数の エ 及び オ ，高調波の強度等電波の

質は，総務省令で定めるところに適合するものでなければならない。�
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